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（
財
政
金
融
委
員
会
）

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
○
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

、

、

本
法
律
案
は

多
重
債
務
問
題
の
解
決
の
重
要
性
及
び
貸
金
業
が
我
が
国
の
経
済
社
会
に
お
い
て
果
た
す
役
割
に
か
ん
が
み

貸
金
業
者
の
登
録
要
件
の
強
化
や
貸
金
業
協
会
の
認
可
法
人
化
等
に
よ
る
貸
金
業
の
適
正
化
、
指
定
信
用
情
報
機
関
制
度
の
創

設
等
に
よ
る
過
剰
貸
付
け
に
係
る
規
制
及
び
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
（
出
資
法
）
の

上
限
金
利
の
引
下
げ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
貸
金
業
の
適
正
化

１

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
題
名
を
「
貸
金
業
法
」
に
改
め
る
。

２

貸
金
業
者
の
登
録
要
件
を
強
化
し
た
上
で
、
財
産
的
基
礎
要
件
と
し
て
最
低
純
資
産
額
を
二
千
万
円
及
び
五
千
万
円
へ

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。

３

貸
金
業
務
取
扱
主
任
者
資
格
試
験
制
度
を
創
設
し
た
上
で
、
資
格
試
験
に
合
格
し
内
閣
総
理
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
貸

金
業
務
取
扱
主
任
者
を
営
業
所
等
ご
と
に
配
置
す
る
こ
と
を
貸
金
業
者
に
義
務
付
け
る
。

４

貸
金
業
協
会
を
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
法
人
と
し
、
広
告
の
適
正
化
等
に
つ
い
て
業
務
規
程
の
作
成
を
義
務
付
け
、
業
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務
規
程
の
認
可
の
枠
組
み
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
貸
金
業
協
会
に
加
入
し
て
い
な
い
貸
金
業
者
の
業
務
に
つ
い
て
、
内

閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
監
督
の
規
定
を
整
備
す
る
。

５

勧
誘
に
係
る
規
制
、
取
立
て
規
制
等
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
生
命
保
険
契
約
の
締
結
に
係
る
制
限
、
書
面
交
付
に
係

る
規
制
、
帳
簿
書
類
の
閲
覧
、
公
正
証
書
に
係
る
規
制
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

、

。

６

貸
金
業
者
に
対
す
る
業
務
改
善
命
令
を
創
設
す
る
ほ
か

す
べ
て
の
貸
金
業
者
に
事
業
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
る

二
、
過
剰
貸
付
け
に
係
る
規
制

１

内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
信
用
情
報
機
関
の
指
定
制
度
を
創
設
し
た
上
で
、
顧
客
等
の
返
済
能
力
の
調
査
に
当
た
っ
て
、

個
人
が
顧
客
等
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
貸
金
業
者
に
指
定
信
用
情
報
機
関
が
保
有
す
る
信
用
情
報
の
使
用
を
義
務
付

け
る
。

２

貸
金
業
者
に
対
し
、
他
の
貸
金
業
者
の
貸
付
け
の
残
高
と
の
合
計
額
が
年
収
等
の
三
分
の
一
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
貸

付
け
を
原
則
禁
止
す
る
。

三
、
上
限
金
利
の
引
下
げ

１

利
息
制
限
法
に
規
定
す
る
利
息
の
制
限
額
と
出
資
法
に
規
定
す
る
利
息
の
制
限
額
と
の
間
の
金
利
（
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
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利
）
を
任
意
に
支
払
い
、
貸
金
業
者
か
ら
契
約
書
面
等
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
有
効
な
債
務
の
弁
済
と
み
な
す
こ
と

と
し
て
い
る
規
定
（
み
な
し
弁
済
制
度
）
を
廃
止
す
る
。

２

出
資
法
上
の
業
と
し
て
行
う
高
金
利
違
反
の
罪
と
な
る
金
利
を
、
年
二
十
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
金
利
か
ら
、

年
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
金
利
に
引
き
下
げ
る
。

３

貸
金
業
者
に
よ
る
利
息
制
限
法
の
規
定
を
超
え
る
利
息
の
契
約
、
利
息
の
受
領
又
は
そ
の
支
払
の
要
求
を
禁
止
す
る
。

４

債
権
者
が
業
と
し
て
行
う
金
銭
消
費
貸
借
に
お
け
る
み
な
し
利
息
の
範
囲
に
つ
い
て
、
み
な
し
利
息
か
ら
除
外
さ
れ
る

、

、

。

費
用
を
公
租
公
課

公
の
機
関
が
行
う
手
続
に
関
し
て
そ
の
機
関
に
支
払
う
べ
き
も
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
手
数
料
等
に
限
定
す
る

５

日
賦
貸
金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に
つ
い
て
の
特
例
を
廃
止
す
る
。

四
、
罰
則
の
強
化

貸
金
業
者
の
無
登
録
営
業
等
の
罰
則
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
業
と
し
て
金
銭
の
貸
付
け
を
行
う
場
合
に
年
百
九
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
割
合
に
よ
る
利
息
の
契
約
を
し
た
と
き
の
罰
則
を
新
設
す
る
。

五
、
そ
の
他

１

政
府
は
、
多
重
債
務
問
題
の
解
決
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
関
係
省
庁
相
互
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
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重
債
務
問
題
の
解
決
に
資
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

政
府
は
、
貸
金
業
制
度
の
在
り
方
及
び
金
利
の
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
六
月
以
内
に
、

過
剰
貸
付
け
に
係
る
規
制
及
び
上
限
金
利
の
引
下
げ
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
施
策
の
必
要
性
の
有
無
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

六
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
罰
則
の
強
化
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
、
最
低
純
資
産
額
の
二
千
万
円
へ
の
引
上
げ
、
貸
金
業

務
取
扱
主
任
者
資
格
試
験
制
度
及
び
指
定
信
用
情
報
機
関
制
度
の
創
設
は
こ
の
法
律
の
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
、
最
低
純
資
産
額
の
五
千
万
円
へ
の
引
上
げ
、
資
格
試
験
合
格
者
で
あ
る
貸

金
業
務
取
扱
主
任
者
の
設
置
の
義
務
付
け
、
過
剰
貸
付
け
に
係
る
規
制
及
び
上
限
金
利
の
引
下
げ
は
こ
の
法
律
の
施
行
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


